
Title 今田 高俊著 『自己組織性 : 社会理論の復活』
Sub Title Takatoshi Imada, Self-Organization the Revival of Social Theory
Author 有末, 賢(Arisue, Ken)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication

year
1989

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.62, No.4 (1989. 4) ,p.156- 163 

JaLC DOI
Abstract
Notes 紹介と批評
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN00224504-19890428-0156

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


法学研究62巻4号（’89：4）

今
田
　
高
俊
著

『
自
己
組
織
性
－
社
会
理
論
の
復
活
i
』

e

　
現
在
．
「
社
会
理
論
」
と
い
う
言
葉
の
持
っ
て
い
る
あ
る
種
の
「
神
通

力
」
は
確
実
に
失
な
わ
れ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

い
つ
の
時
代
に
も
、
そ
の
社
会
の
全
体
性
を
ト
ー
タ
ル
に
把
握
し
よ
う
と

す
る
「
社
会
理
論
の
試
み
」
が
、
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
こ
と
な
ど
、
か

つ
て
か
ら
皆
無
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
筆
者
自
身
が
社

会
学
の
領
域
に
足
を
踏
み
入
れ
た
一
九
七
〇
年
代
初
頭
の
頃
に
は
、
「
社

会
理
論
」
と
い
う
言
葉
が
持
っ
て
い
た
、
あ
る
種
独
特
の
「
熱
っ
ぽ
さ
」

と
い
っ
た
も
の
が
感
じ
ら
れ
た
の
だ
が
、
今
は
、
お
そ
ら
く
多
く
の
人
々

か
ら
、
「
社
会
理
論
」
と
い
う
分
野
の
存
在
す
ら
視
野
欠
落
に
到
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
今
田
高
俊
『
自
己
組
織
性
』
の
冒
頭
で
は
、
「
現

在
、
社
会
科
学
は
言
語
喪
失
の
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。
」
（
ま
え
が
き
i
頁
）

と
端
的
に
断
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
本
書
の
課
題
は
．
自
己
組
織

性
を
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
し
て
社
会
理
論
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
』

（
回
1
1
頁
）
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
．
こ
の
二
つ
の
文
章
に
象
微
さ
れ
る
よ
う

に
、
本
書
は
、
非
常
に
重
要
な
課
題
に
対
し
て
、
著
老
が
真
正
面
か
ら
取

り
組
み
、
明
確
に
、
そ
し
て
わ
か
り
や
す
く
述
べ
よ
う
と
意
図
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
近
来
の
「
社
会
理
論
の
迷
路
状
況
」
を
つ
き
破
っ
て
、
十

数
年
前
に
感
じ
た
「
熱
っ
ぽ
さ
」
が
見
事
に
蘇
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
混
濁

と
し
た
「
熱
っ
ぽ
さ
」
が
冷
静
に
整
理
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
た
の

で
あ
る
。
私
自
身
が
「
自
己
組
織
性
を
キ
ー
・
ワ
ー
ド
と
し
て
社
会
理
論

を
復
活
さ
せ
る
」
仕
事
を
、
今
後
引
き
継
い
で
い
く
わ
け
で
は
な
い
に
し

て
も
、
読
者
に
対
し
て
．
何
ら
か
の
意
味
で
「
社
会
理
論
の
復
活
」
を
確

信
さ
せ
る
よ
う
な
、
説
得
力
を
持
っ
た
好
著
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
著
作
は
、
方
法
の
部
と
理
論
の
部
か
ら
成
っ
て
い
て
、
第
一
部

「
変
換
理
性
の
科
学
哲
学
」
と
第
二
部
「
自
省
的
機
能
主
義
の
理
論
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
方
法
の
部
は
四
章
立
て
、
理
論

の
部
は
三
章
立
て
に
な
っ
て
い
る
が
、
最
後
の
第
七
章
「
社
会
理
論
の
復

活
」
は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
的
に
も
重
厚
で
、
理
論
モ
デ
ル
を
ま
と
め
て
い
る

形
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
方
法
の
部
と
理
論
の
部
は
、
ほ
ぽ
対

称
形
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
図
表
の
作
成
の
し
か
た
も
、
〈
方
法
モ
デ

ル
ー
〉
か
ら
〈
方
法
モ
デ
ル
5
〉
と
〈
類
型
モ
デ
ル
ー
・
2
〉
を
経
て
、

〈
理
論
モ
デ
ル
ー
V
か
ら
〈
理
論
モ
デ
ル
5
〉
へ
到
る
展
開
も
、
視
覚
的
．

図
形
的
対
称
に
よ
っ
て
理
解
の
助
け
と
な
っ
て
い
る
．

　
そ
れ
で
は
、
著
者
の
言
う
「
変
換
理
性
」
と
は
何
な
の
か
、
そ
し
て

「
自
省
的
機
能
主
義
」
と
は
。
ま
ず
、
方
法
の
部
か
ら
紹
介
し
て
い
く
こ
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紹介と批評

と
に
し
よ
う
。

⇔

第
一
部
「
変
換
理
性
の
科
学
哲
学
」
で
は
、
次
の
四
章
構
成
に
な
っ
て

い
る
。

　
　
第
一
章
不
確
定
な
自
己
組
織
性

　
　
第
二
章
　
ロ
ゴ
ス
の
覇
権
争
い

　
　
第
三
章
理
性
帝
国
の
転
覆

　
　
第
四
章
理
性
神
話
の
脱
構
築

　
ま
ず
、
第
一
章
に
お
い
て
、
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
自
己
組
織
性
」

に
つ
い
て
定
義
し
、
そ
の
理
論
的
関
心
と
現
実
的
関
心
の
双
方
か
ら
課
題

が
設
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
近
代
科
学
の
方
法
理
性
を
支
え
て
い
る
二
項

対
立
を
、
彼
の
言
う
「
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
の
三
角
形
」
へ
と
組
み
換
え
て
い

く
「
変
換
理
性
」
の
ア
ウ
ト
ニ
フ
イ
ソ
を
描
き
出
し
て
い
る
。
第
二
章
に

お
い
て
は
、
近
代
科
学
の
「
理
性
帝
国
」
を
形
成
し
た
仮
説
演
繹
法
と
観

察
帰
納
法
に
つ
い
て
の
「
ロ
ゴ
ス
の
覇
権
争
い
」
を
検
討
し
、
ど
ち
ら
も

「
自
己
組
織
性
」
に
対
し
て
の
挑
戦
に
お
い
て
は
、
重
大
な
欠
陥
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
第
三
章
で
は
、
こ
れ
に
対
し
て
第
三
の

意
味
解
釈
法
に
よ
る
「
理
性
帝
国
の
転
覆
」
が
企
て
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に

対
し
て
も
批
判
的
検
討
が
展
開
さ
れ
る
。
第
四
章
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
演
繹
・
帰
納
・
解
釈
の
理
性
神
話
を
二
項
対
立
を
エ
ポ
ケ
ー
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
「
脱
構
築
」
し
、
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
の
三
角
形
を
回
転
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
変
換
理
性
」
の
科
学
哲
学
を
提
起
し
て
い
る
。

　
今
田
は
、
」
ス
テ
ム
が
あ
る
環
境
条
件
の
も
と
で
み
ず
か
ら
の
組
織

を
生
成
し
．
か
つ
ま
た
そ
の
構
造
を
変
化
さ
せ
る
性
質
」
（
六
頁
）
を
総
称

し
て
「
自
己
組
織
性
」
と
い
う
概
念
を
提
起
す
る
。
そ
し
て
、
「
人
間
社

会
は
、
再
組
織
の
仕
方
が
状
況
と
そ
の
認
識
に
依
存
し
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

り
う
る
可
能
性
を
残
し
た
、
不
確
定
な
自
己
組
織
性
の
世
界
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

「
確
率
的
に
不
確
定
な
の
で
は
な
く
、
根
底
的
に
不
確
定
」
な
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
演
繹
（
形
式
）
論
理
に
お
い
て
は
、
自
己
言
及
の
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
に
陥
っ
て
し
ま
う
し
、
帰
納
（
実
質
）
論
理
に
従
え
ぽ
、
確
率
あ
る
い

は
蓋
然
性
の
世
界
で
し
か
通
用
し
な
く
な
る
た
め
、
理
論
的
に
は
．
暗
礁

に
乗
り
上
げ
て
し
ま
う
．
こ
の
よ
う
な
理
論
的
関
心
と
、
も
う
一
つ
「
産

業
社
会
の
秩
序
再
編
」
と
い
う
現
実
的
関
心
か
ら
も
自
己
組
織
性
は
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

な
鍵
概
念
と
な
っ
て
く
る
．
「
現
在
に
お
い
て
普
遍
的
で
は
な
い
が
将
来

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

に
お
い
て
そ
う
な
り
う
る
可
能
性
に
つ
い
て
の
議
論
が
要
求
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
は
、
仮
説
演
繹
的
な
現
実
認
識
よ
り
も
意
味
解
釈
的
な
そ
れ
の
ほ
う

が
、
真
実
を
見
き
わ
め
る
う
え
で
有
効
な
場
合
が
少
な
く
な
い
．
」
（
九
頁
）

と
言
う
よ
う
に
、
従
来
、
社
会
シ
ス
テ
ム
論
、
機
能
主
義
、
あ
る
い
は
数

理
社
会
学
の
研
究
領
域
で
活
躍
し
て
き
た
著
者
が
、
新
た
に
意
味
解
釈
的

な
認
識
論
に
入
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
、
社
会
理
論
の
フ
β
ン
テ
ィ
ア
の

お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
。

　
さ
て
、
著
者
は
、
「
科
学
の
定
義
を
、
〈
科
学
と
は
現
象
に
つ
い
て
の
認

識
を
存
在
に
接
続
す
る
理
性
手
続
き
の
こ
と
で
あ
る
V
と
考
え
る
こ
と
に

し
た
い
。
」
（
一
四
頁
）
と
述
べ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
「
認
識
論
と
存
在
論

を
架
橋
す
る
の
が
科
学
で
あ
り
、
そ
の
手
続
ぎ
が
方
法
論
で
あ
る
」
し
、
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仮
説

演
繹

反
証

意
味

　
　
解
釈
　
　
了
解
＼

1
ー
ー
l
I
ー
ー
ー
ー
　
1
ー
＾
ノ

、
　、
　　、
　　￥
　　　￥
　　　　￥
　　　　　、
　　　　　　＼
　　　　　　　、
　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　￥

ノ
ノ
ノ

ノ　
ノ

ノ
！　

！
　
　
！

〈方法モデル　1〉

認識の存在接続とメソドロジーの三角形

認識平面：意味・観察・仮説

存在平面；了解・検証・反証

接続様式：解釈・帰納・演繹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　認識平面

観
察
　
　
帰
納

検
証

接
　
　
続

存在平面

「
科
学
と
は
理
論
（
命
題
・
法
則
）
を
経
験
に
つ
な
ぐ
作
業
の
こ
と
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ぬ
　
　
ち
　
　
ヤ

こ
の
意
味
で
認
識
の
存
在
接
続
と
表
現
で
き
る
」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

科
学
方
法
論
を
総
合
的
に
検
討
し
な
が
ら
、
認
識
平
面
に
お
い
て
は
、
仮

説
認
識
・
観
察
認
識
・
意
味
認
識
の
三
つ
が
、
存
在
様
式
に
お
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
反
証
可
能
性
・
検
証
可
能
性
・
了
解
可
能
性
に
対
応
し
、
そ
れ

ら
を
接
続
さ
せ
る
方
法
理
性
の
様
式
が
、
そ
れ
ぞ
れ
演
繹
法
・
帰
納
法
・

解
釈
法
と
し
て
「
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
の
三
角
形
」
を
形
成
し
て
い
る
点
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。
（
へ
方
法
モ
デ
ル
ー
〉
参
照
）
つ
ま
り
、
近
代

科
学
の
方
法
理
性
は
、
普
遍
対
特
殊
・
一
般
対
個
別
・
抽
象
対
具
体
と
い

っ
た
二
項
対
立
を
軸
に
し
て
「
位
階
序
列
」
と
し
て
構
成
さ
れ
て
き
た
が
、

自
己
組
織
性
を
扱
う
「
変
換
理
性
」
に
お
い
て
は
、
演
繹
・
帰
納
・
解
釈

の
各
理
性
を
同
等
の
方
法
手
続
き
と
し
て
相
対
化
し
、
相
互
の
対
立
と
緊

張
を
保
存
し
た
ま
ま
で
各
理
性
を
自
由
に
回
転
さ
せ
る
「
変
換
理
性
」
へ

と
統
合
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
第
一
章
で
示
さ
れ
た
「
メ
ソ
ド
ロ
ジ

ー
の
三
角
形
」
は
、
第
四
章
に
到
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景
思
想
・
対
象

の
型
（
リ
ア
リ
テ
ィ
分
割
）
・
感
性
様
式
・
論
理
様
式
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
構

成
要
因
が
付
加
さ
れ
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
方
法
論
の
構
造
を
経
て
、
変
換
理
性

の
方
法
モ
デ
ル
ヘ
と
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
実
際
の
近
代
社
会
科
学
を
支
え
て
き
た
方
法
論
に
つ
い
て
．

「
社
会
の
自
然
科
学
を
め
ざ
し
た
実
証
主
義
と
社
会
の
理
解
科
学
を
め
ざ

し
た
解
釈
主
義
」
の
二
つ
に
大
き
く
分
類
し
、
そ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
第
二

章
、
第
三
章
で
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
観
察

帰
納
法
と
仮
説
演
繹
法
は
実
証
主
義
の
系
譜
か
ら
論
理
実
証
主
義
の
登
場
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を
契
機
と
し
て
分
化
し
た
．
意
味
解
釈
法
は
解
釈
学
に
起
源
を
も
ち
、
現

象
学
を
経
由
し
た
存
在
の
解
釈
学
に
よ
っ
て
完
成
を
み
た
．
」
（
【
五
頁
）
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
第
二
章
、
第
三
章
で
は
、
通
常
の
科
学
方

法
論
、
科
学
哲
学
で
扱
わ
れ
て
い
る
、
古
典
的
実
証
主
義
（
コ
ソ
ト
、
ス
ペ

ン
サ
ー
、
、
、
、
ル
及
び
デ
ュ
ル
ヶ
ー
ム
）
、
論
理
実
証
主
義
（
カ
ル
ナ
ッ
プ
の
検
証

主
義
対
ポ
パ
ー
の
反
証
主
義
）
、
さ
ら
に
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
解
釈
主
義
、
ウ

ェ
ー
バ
ー
の
方
法
論
、
フ
ッ
サ
1
ル
の
現
象
学
と
後
期
ウ
ィ
ト
ゲ
ソ
シ
ュ

タ
イ
ソ
の
日
常
言
語
哲
学
、
シ
ュ
ッ
ツ
の
現
象
学
的
社
会
学
．
ル
ー
マ
ソ

の
意
味
の
超
越
シ
ス
テ
ム
理
論
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
、
ガ
ダ
マ
ー
ら
の
了
解

可
能
性
と
し
て
の
存
在
な
ど
が
次
々
と
議
論
に
登
場
し
て
く
る
こ
と
に
な

る
。
こ
こ
で
、
遂
一
そ
れ
ら
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

結
論
的
に
は
、
ど
の
方
法
理
性
も
二
項
対
立
の
図
式
に
乗
っ
て
覇
権
を
争

っ
て
い
る
限
り
で
は
、
自
己
組
織
性
へ
の
挑
戦
は
挫
折
に
終
わ
る
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
，
帰
納
理
性
に
よ
る
自
己
組
織
性
へ
の
挑
戦
で
は
、
帰
納

論
理
は
斉
一
性
原
理
を
前
提
と
す
る
か
ら
、
「
変
化
の
ゼ
ー
シ
ョ
ン
現
象
」

に
お
い
て
、
旧
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
終
着
と
新
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
始
発
は
、
扱
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
「
将
来
、
制
度
化
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現

在
そ
う
な
っ
て
い
な
い
現
象
は
、
帰
納
法
で
は
誤
差
な
い
し
例
外
現
象
で

し
か
な
い
。
」
（
五
六
頁
）
そ
れ
で
は
、
演
繹
法
に
よ
っ
て
自
己
組
織
性
を
把

握
す
る
場
合
は
ど
う
か
。
演
繹
法
で
は
、
形
式
論
理
の
世
界
で
あ
る
か
ら
、

論
理
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
．
自
己
言
及
が
不
可
能
と
な
り
、
「
自

己
非
決
定
の
矛
盾
」
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
．
つ
ま
り
、
「
形
式
論

は
本
来
、
自
己
組
織
の
不
可
能
性
を
背
負
い
こ
ん
だ
論
理
な
の
で
あ
る
。
」

（
五
七
頁
）
そ
こ
で
第
三
の
意
味
解
釈
法
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
「
社
会

の
転
換
期
に
し
ば
し
ば
あ
ら
わ
れ
る
、
社
会
イ
メ
ー
ジ
の
問
い
な
お
し

や
新
し
い
秩
序
の
模
索
な
ど
の
試
み
は
、
お
そ
ら
く
意
味
の
自
省
作
用

（
3
験
二
昌
）
と
し
て
の
構
想
力
に
依
存
す
る
し
か
な
い
。
そ
こ
で
は
普
遍

化
認
識
や
一
般
化
認
識
は
ほ
と
ん
ど
役
に
た
た
ず
、
演
繹
理
性
や
帰
納
理

性
は
解
釈
理
性
に
主
役
の
座
を
明
け
渡
す
し
か
な
い
．
」
（
八
四
頁
）
と
い
う

こ
と
に
な
る
．
し
か
し
、
著
者
は
、
意
味
学
派
の
中
で
も
、
古
典
的
解
釈

主
義
か
ら
存
在
論
を
経
由
し
た
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
や
ガ
ダ
マ
ー
ら
の
存
在
完

成
と
了
解
可
能
性
に
注
目
し
て
、
意
味
の
自
省
的
解
釈
を
、
《
意
味
の
解

釈
を
通
じ
て
経
験
を
完
成
さ
せ
、
こ
れ
を
了
解
可
能
な
存
在
に
接
続
す

る
V
（
＝
三
頁
）
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
観
点
か
ら
は
、
シ
ュ
ッ
ツ
の

現
象
学
的
社
会
学
の
「
主
観
的
解
釈
の
公
準
」
や
「
適
合
性
の
公
準
」
は

批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
「
意
味
を
存
在
に
よ
っ
て
で
は
な
く

機
能
に
よ
っ
て
問
う
ル
ー
マ
ソ
の
社
会
シ
ス
テ
ム
論
は
、
意
味
解
釈
法
の

純
粋
型
に
は
な
り
え
な
い
．
」
（
八
三
頁
）
と
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
「
近
代
科
学
の
理
性
が
お
こ
な
っ
て
き
た
科
学
方
法

論
の
「
対
立
の
構
図
」
を
解
体
し
て
、
変
換
理
性
に
よ
る
『
共
存
の
構
図
」

に
組
み
立
て
な
お
す
こ
と
」
（
；
三
頁
）
こ
そ
が
く
方
法
モ
デ
ル
5
V
に

よ
っ
て
、
メ
ソ
ド
・
ジ
ー
の
回
転
と
変
換
理
性
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

理
性
神
話
を
脱
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
．
こ
の
よ
う
な
変
換
理
性
の
方
法
論
に
基
づ
い
た
「
自
省
的
機
能
主
義

の
理
論
」
と
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
次
に
見
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。
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⇔

　
第
二
部
の
理
論
篇
は
、
次
の
三
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
第
五
章
　
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
冒
険

　
　
第
六
章
正
統
派
の
受
難
時
代

　
　
第
七
章
社
会
理
論
の
復
活

　
こ
の
第
二
部
で
扱
わ
れ
て
い
る
理
論
の
「
正
統
派
」
と
は
、
戦
後
の
五

つ
の
シ
ス
テ
ム
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
指
し
て
い
る
。
「
そ
れ
ら
は
、
有
機
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

論
革
命
と
シ
ス
テ
ム
思
考
の
導
入
を
提
唱
し
た
一
般
シ
ス
テ
ム
理
論
、
情

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

報
理
論
を
含
む
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
社
会
学
の
構
造
－
機
能
主
義
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

経
済
学
に
お
け
る
新
古
典
派
的
総
合
を
へ
た
一
般
均
衡
理
論
お
よ
び
文
化

　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

人
類
学
の
構
造
主
義
で
あ
る
。
」
（
一
四
二
頁
）
そ
し
て
、
戦
後
の
社
会
シ
ス

テ
ム
論
の
展
開
を
支
え
た
の
は
、
産
業
社
会
論
・
機
能
主
義
・
自
然
主
義

　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
ト
ロ
イ
カ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
七
〇
年
代
に

入
っ
て
、
社
会
シ
ス
テ
ム
論
を
支
え
て
き
た
ト
ロ
イ
カ
に
か
げ
り
が
生
じ

始
め
、
転
機
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
し
て
、
著
者
は
、
こ
の
八
○
年
代
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
混
迷
状
況
に
お

い
て
、
な
に
が
こ
れ
ま
で
の
理
論
に
不
足
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
次
の

よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
「
そ
の
一
つ
が
社
会
を
意
味
シ
ス
テ
ム
と

し
て
把
握
す
る
試
み
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
社
会
シ
ス
テ
ム
論
を
基
礎
づ

け
る
行
為
論
の
見
な
お
し
で
あ
り
、
人
間
行
為
の
特
徴
で
あ
る
自
省
作
用

（
冨
浮
邑
8
）
の
社
会
シ
ス
テ
ム
論
へ
の
組
み
込
み
の
問
題
で
あ
る
。
」
（
一
四

八
頁
）
そ
し
て
、
「
自
省
作
用
を
取
り
込
ん
だ
機
能
主
義
を
、
従
来
の
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
も
　
　
ち
　
　
ヤ

主
義
か
ら
区
別
す
る
意
味
で
自
省
的
機
能
主
義
（
冨
諭
邑
ぎ
2
琴
§
召
－

ま
ヨ
）
と
呼
ぶ
」
（
一
六
六
頁
）
と
し
て
、
機
能
主
義
再
生
の
道
を
模
索
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

　
続
く
第
六
章
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
戦
後
に
登
場
し

社
会
理
論
の
正
統
派
を
形
成
し
た
先
の
五
つ
の
シ
ス
テ
ム
・
パ
ラ
ダ
イ
ム

が
、
な
ぜ
自
己
組
織
性
を
有
効
に
理
論
化
で
き
ず
に
受
難
時
代
を
む
か
え

た
の
か
を
検
討
し
、
自
己
組
織
パ
ラ
ダ
イ
ム
ヘ
向
け
て
の
課
題
を
探
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
詳
細
に
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
が
、

そ
こ
で
は
、
ベ
ル
タ
ラ
ン
フ
ィ
の
一
般
シ
ス
テ
ム
理
論
、
ウ
ィ
！
ナ
ー
の

サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
、
近
代
経
済
学
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
、
レ

ヴ
ィ
ー
ス
ト
・
ー
ス
の
「
無
意
識
の
精
神
構
造
」
を
基
本
テ
ー
マ
と
し

た
構
造
主
義
、
そ
し
て
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
構
造
－
機
能
主
義
と
主
意
主
義

（
ぎ
一
琴
訂
岳
ヨ
）
の
自
己
否
定
の
間
題
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
自
己
組
織
性
の
観
点
か
ら
社
会
理
論
の
復
活
を
試
み
る
最
後

の
第
七
章
へ
と
移
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
行
為
論
か
ら
始
め
て
、
構
造
や
機

能
や
意
味
の
問
題
に
い
た
る
ま
で
、
社
会
理
論
を
基
礎
づ
け
て
い
る
諸
概

念
を
包
括
的
に
組
み
立
て
な
お
す
試
み
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
今
田
は
、

ま
ず
概
念
の
交
通
整
理
か
ら
始
め
て
い
る
。
構
造
と
機
能
と
意
味
の
三
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

の
概
念
を
そ
れ
ぞ
れ
、
記
述
概
念
と
説
明
概
念
と
に
分
け
て
定
義
す
る
。

結
論
を
先
取
り
し
て
問
題
の
核
心
に
せ
ま
る
と
次
の
四
つ
に
ま
と
め
ら
れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ω
構
造
を
説
明
概
念
と
し
て
用
い
る
と
ル
ー
ル
（
規
則
）
、
記
述
概
念
と
し

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
て
用
い
る
と
パ
タ
ー
ン
（
型
）
と
な
り
、
機
能
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
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ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
ト
ロ
ー
ル
（
制
御
）
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
成
果
）
、
意
味
の
場
合
は
そ
れ

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
ぞ
れ
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
自
省
）
と
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
差
異
）
と
な
る
。

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ω
自
己
組
織
理
論
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
構
造
や
機
能
や
意
味
の
概
念

　
を
説
明
概
念
と
し
て
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
構
造
は

　
ル
ー
ル
と
し
て
の
構
造
、
機
能
は
コ
ン
ト
・
1
ル
と
し
て
の
機
能
、
意

　
味
は
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
の
意
味
に
限
定
し
て
用
い
る
。

⑥
記
述
概
念
と
し
て
の
パ
タ
ー
ソ
と
パ
フ
ォ
！
マ
ソ
ス
と
デ
ィ
フ
ァ
レ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
ス
は
、
経
験
的
現
実
に
か
か
わ
る
存
在
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
概
念
で
あ
る
。

㈲
ル
ー
ル
と
し
て
の
構
造
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
、
リ
フ
レ
ク

　
シ
ョ
ン
と
し
て
の
意
味
は
、
社
会
現
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
法
と
し
て
究

　
極
的
に
は
同
等
の
概
念
で
あ
り
、
た
だ
そ
の
観
点
が
違
っ
て
い
る
だ
け

　
で
あ
る
。
（
二
三
九
ー
二
四
八
頁
）

　
従
っ
て
、
こ
れ
ら
三
組
の
対
概
念
は
、
第
一
部
で
検
討
し
た
メ
ソ
ド
・

ジ
ー
の
三
角
形
に
対
応
す
る
理
論
の
三
角
形
で
あ
り
、
自
己
組
織
理
論
を

基
礎
づ
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
機
能
を
意
昧
に
よ
っ
て
問
う
自
省
的
機
能

主
義
は
、
構
造
と
機
能
と
意
味
の
螺
旋
運
動
と
し
て
理
論
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
が
、
シ
ス
テ
ム
（
構
造
・
機
能
・
意
味
）
の
螺
旋
運
動
と
し

て
モ
デ
ル
化
さ
れ
、
〈
理
論
モ
デ
ル
ー
〉
へ
と
結
晶
化
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
今
度
は
行
為
次
元
に
お
け
る
各
概
念
の
交
通
整
理
が
必
要
と

な
る
。

ω
行
為
類
型
の
中
に
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
慣
習
に
よ
っ
て
規
則
に
従
う
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
へ
　
　
ち
　
　
ち

　
と
の
ル
ー
テ
ィ
ン
化
に
基
礎
を
も
つ
慣
習
的
行
為
、
目
的
達
成
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
に
最
適
な
手
段
を
選
択
す
る
合
理
的
行
為
、
そ
し
て
例
え
ば
行
為
の
意

　
図
せ
ざ
る
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
き
、
も
と
の
行
為
に
立
ち
返
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
な
ぜ
そ
う
な
の
か
を
問
い
な
お
す
行
為
、
つ
ま
り
自
省
的
行
為
が
含
ま

　
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ω
作
用
様
式
か
ら
見
る
と
、
慣
習
的
行
為
は
規
則
に
従
う
こ
と
の
ル
ー
テ

　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　
ィ
ン
化
で
あ
り
、
合
理
的
行
為
は
目
的
へ
向
け
て
の
自
己
制
御
、
自
省

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　
的
行
為
は
意
味
を
問
い
な
お
す
自
省
作
用
で
あ
る
。

⑥
行
為
図
式
に
お
い
て
は
，
慣
習
的
行
為
は
制
度
や
価
値
の
伝
統
へ
の
帰

　
属
が
優
位
し
た
行
為
、
す
な
わ
ち
伝
統
ー
帰
属
図
式
に
も
と
づ
く
行
為

　
で
あ
り
、
合
理
的
行
為
は
目
的
ー
手
段
図
式
が
、
自
省
的
行
為
は
意
味

　
ー
自
省
図
式
が
優
位
す
る
行
為
で
あ
る
。

⑥
従
っ
て
自
省
的
行
為
の
モ
デ
ル
は
慣
習
的
行
為
・
合
理
的
行
為
・
自
省

　
的
行
為
の
三
つ
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
類
型
は
シ
ス
テ
ム
次
元

　
の
構
造
・
機
能
・
意
味
に
対
応
す
る
。
（
二
六
四
⊥
一
六
五
頁
）

　
そ
こ
で
、
シ
ス
テ
ム
次
元
の
構
造
・
機
能
・
意
味
が
螺
旋
運
動
を
な
し

た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
行
為
の
三
類
型
も
螺
旋
運
動
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

ル
ー
テ
ィ
ン
化
が
優
位
す
る
慣
習
的
行
為
は
自
己
制
御
が
優
位
す
る
合
理

的
行
為
に
よ
っ
て
問
わ
れ
、
合
理
的
行
為
は
自
省
作
用
が
優
位
す
る
自
省

的
行
為
に
よ
っ
て
問
わ
れ
る
．
そ
し
て
自
省
的
行
為
は
今
度
は
慣
習
的
行

為
に
立
ち
返
る
。
つ
ま
り
、
〈
理
論
モ
デ
ル
2
V
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

行
為
（
慣
習
的
．
合
理
的
・
自
省
的
）
の
螺
旋
運
動
は
、
平
面
的
で
は
な
く
、

一
巡
す
る
と
よ
り
高
次
の
位
相
へ
と
移
る
螺
旋
運
動
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
省
的
行
為
と
自
省
的
構
造
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
省
的
機
能
主
義
の
理
論
は
、
い
よ
い
よ
最
終
局
面
と
し
て
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〈理論モデル　4〉行為とシステムの複合螺旋運動

多様度レベル

　
自
省
的

「
　
，
－
ー

　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　ロ　　　ー　　　『　　一　一『一一
意
味

慣
習
的

合
理
的

行為次元

機）構ムヒ　　　　　　　’一上
月ヒ　　　　　廻

システム次元

「
行
為
と
シ
ス
テ
ム
の
複
合
螺
旋
運
動
」
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．

つ
ま
り
、
シ
ス
テ
ム
次
元
の
螺
旋
運
動
と
行
為
次
元
の
螺
旋
運
動
が
相
互

に
浸
透
し
あ
っ
て
連
結
さ
れ
、
こ
の
連
結
が
ま
た
一
つ
の
螺
旋
運
動
を
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

成
す
る
と
い
う
意
味
で
複
合
螺
旋
運
動
な
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
構

造
の
自
己
言
及
性
が
定
式
化
さ
れ
る
。
（
〈
理
論
モ
デ
ル
4
〉
参
照
）
こ
の
図
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
，
シ
ス
テ
ム
次
元
の
螺
旋
運
動
が
ま
る
ご
と
行
為
次

螺
旋
運
動
に
変
換
さ
れ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

旋
運
動
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
こ
れ
を
著
者
は
、

る
〈
社
会
理
論
の
プ
ロ
ト
・
モ
デ
ル
〉
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

㊨

元
に
入
り
込
む
わ
け
で
は
な
い
。
個

人
ご
と
に
社
会
の
縮
小
コ
ピ
ー
を
も

ち
、
こ
の
社
会
の
内
部
イ
メ
ー
ジ
に

反
応
し
て
行
為
の
螺
旋
運
動
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
シ
ス
テ
ム
次

元
の
螺
旋
運
動
が
縮
小
さ
れ
て
行
為

螺
旋
の
運
動
に
変
換
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
次
元
の
螺
旋

運
動
が
い
っ
た
ん
縮
小
さ
れ
た
の
ち
、

行
為
次
元
で
再
び
拡
大
さ
れ
て
い
る

の
は
、
多
数
の
行
為
者
の
螺
旋
運
動

が
シ
ソ
ク
ロ
ナ
イ
ズ
し
て
、
一
つ
の

大
き
な
螺
旋
運
動
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
再
び
行

為
の
螺
旋
運
動
が
縮
小
し
て
先
細
り

に
な
る
。
こ
れ
は
、
行
為
次
元
の
運

動
が
凝
縮
さ
れ
て
シ
ス
テ
ム
次
元
の

　
　
　
　
　
　
　
以
上
が
、
復
合
螺

　
　
　
　
社
会
理
論
復
活
の
鍵
と
な

社
会
理
論
の
復
活
を
意
図
し
た
こ
の
『
自
己
組
織
性
』

は
、
多
く
の
こ
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と
を
学
ば
せ
て
く
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
読
み
手
に
と
ウ
て
は
、

も
う
少
し
論
じ
尽
く
し
て
ほ
し
い
部
分
も
あ
れ
ば
、
か
な
り
繰
り
返
し
の

議
論
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
。
最
後

に
、
筆
者
な
り
の
疑
問
点
を
付
け
加
え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
「
二
項
対
立
」
か
ら
「
三
角
形
」
へ
の
変
換
モ
デ
ル
が
、

方
法
の
部
、
理
論
の
部
双
方
に
関
係
す
る
一
貫
し
た
論
理
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
一
体
な
に
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
仮
説
演

繹
法
対
観
察
帰
納
法
と
い
っ
た
科
学
方
法
論
上
の
二
項
対
立
に
対
し
て
、

意
味
解
釈
法
の
持
っ
て
い
る
重
要
性
は
も
う
一
つ
の
頂
点
に
な
り
え
る
し
、

構
造
か
機
能
か
と
い
う
議
論
に
対
し
て
、
意
味
の
持
つ
レ
ベ
ル
を
加
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
局
面
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
し

か
し
、
意
味
の
世
界
は
、
果
た
し
て
演
繹
・
帰
納
や
構
造
・
機
能
と
同
様

な
点
・
線
・
面
と
い
う
二
次
元
的
、
あ
る
い
は
三
次
元
的
空
間
に
収
ま
る

も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
今
田
は
、
意
味
を
説
明
概
念
と
し
て
の
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
記
述
概
念
と
し
て
の
デ
ィ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
分
け
る
が
、
意
味
の

世
界
は
、
も
う
少
し
混
沌
と
し
た
球
面
構
造
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
山
田
慶
児
は
『
混
沌
の
海
へ
』
（
一
九
七
五
年
）
の
中
で
，
社

会
変
動
を
扱
う
上
で
の
流
動
的
な
三
極
構
造
の
モ
デ
ル
を
提
起
し
て
い
た

が
、
そ
う
し
た
カ
オ
ス
性
を
持
っ
た
三
極
構
造
と
し
て
、
今
田
理
論
を
組

み
換
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
意
味
の
次
元
、

自
省
作
用
の
次
元
が
構
造
と
機
能
を
飲
み
込
み
得
る
よ
う
な
動
態
的
な
モ

デ
ル
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
今
田
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
構
造
・
機
能
・
意
味

の
三
つ
に
た
い
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
演
繹
・
帰
納
・
解
釈

の
各
方
法
と
対
応
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
」
（
｝
三
六
頁
）
と

い
う
点
で
あ
る
．
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
今
後
の
詳
細
な
検
討
を
期
待

し
た
い
が
、
著
者
が
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
の
三
角
形
と
社
会
理
論
の
プ
ロ
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

モ
デ
ル
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
今
回
の
著
作
で
は
、
何
故
「
自
省
的
機
能

ヤ
　
　
ヤ

主
義
」
な
の
か
、
何
故
「
機
能
主
義
の
不
滅
と
再
生
」
な
の
か
の
根
拠
が

多
少
弱
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
確
か
に
、
著
者
が
機
能
主
義
理
論

と
格
闘
す
る
中
か
ら
、
内
在
的
批
判
と
し
て
産
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
は
わ

か
る
が
、
構
造
主
義
か
ら
入
っ
て
い
っ
て
も
意
味
学
派
か
ら
入
っ
て
い
っ

て
も
同
様
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
、
同
様
で
あ
る
な
ら
ば
、
機
能
主

義
の
不
滅
と
再
生
と
は
一
体
何
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
今
田
理
論
が
、
「
自
前
の
理
論
を
つ
く
っ
て
本
音
の

議
論
を
す
べ
き
時
代
」
（
ま
え
が
き
短
頁
）
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
理
論
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
創
文
社
・
一
九
八
六
年
二
三
四
頁
・
三
五
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
未
　
　
賢
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